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脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

研究代表者 大川 淳 東京医科歯科大学大学院整形外科学 教授 

 

 

研究要旨 本研究班は 3 年間で多数の多施設前向き臨床研究を遂行し、全国の参加施

設からこれまでにないサンプル数のデータを収集し、解析を進めてきた。また集積さ

れたデータに基づき多数の研究発表が行われ、権威ある専門雑誌に数多くの論文が掲

載されるなど、研究成果を国際社会に発信した。頚椎 OPLL、胸椎 OPLL,OYL を含んだ新

しい‘脊柱靱帯骨化症ガイドライン’を発刊した。 

 

 

Ａ．研究目的 

脊柱に靭帯骨化をおこし、神経障害や ADL

障害を引き起こす後縦靱帯骨化症（OPLL）、

黄色靭帯骨化症（OLF）、びまん性特発性骨

増殖症（DISH）（＝強直性脊椎骨増殖症

（ASH））、進行性骨化性線維異形成症(FOP)

の診断基準、重症度分類の作成、診療ガイ

ドライン（GL）の作成、改訂を目標として、

各疾患に対する多施設研究を中心とした臨

床研究を行う。診断、画像、治療、予後に

関して、研究の結果得られる質の高い科学

的根拠を蓄積し、診療 GLに反映させていく。 

 

Ｂ．研究方法 

ここでは研究計画に基づいて、多施設共

同で研究を行った臨床研究プロジェクトに

ついて報告する。多施設研究は全て各施設

の倫理委員会の承認のもとに行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

１）難症例における術中脊髄モニタリング

の前向き調査 

浜松医科大学、松山幸弘を Project 

leader とし、日本脊椎脊髄病学会脊髄モニ

タリングワ-キンググループと共同で、16

施設を対象として、2010 年 4 月から 2017

年 3 月までにハイリスク脊椎手術症例（脊

柱後縦靭帯骨化症、脊髄腫瘍 、側弯症手術）

を 2867 例蓄積し、手術中モニタリングに関

して調査を行った。対象疾患は 2867 例中，

頚椎 OPLL 622 例，胸椎 OPLL 249 例，髄外

腫瘍 771 例、髄内腫瘍 216 例と側弯症 1009

例，であった。疾患ごとの神経合併症率は、

頚椎 OPLL は 1.1％、胸椎 OPLL は 12.0％、

髄内腫瘍の頻度が高く 18.1％であった。疾

患ごとの神経合併症率は，頚椎 OPLL は

1.1％、胸椎 OPLL は 12.0％、髄内腫瘍は

18.1％であった。先行研究から振幅の 70％

低下を Br（E）-MsEP のアラームポイントと

した。モニタリングの精度は感度 94％、特

異度 92％、陽性的中率 36％、陰性的中率 

99.6％、偽陽性率 8％、偽陰性率 6％であ

った。振幅の 70％低下をアラームポイント

とした場合、約 12％に神経障害が術中に予

見できた。そのうちの 6 割の症例で術後麻

痺を回避できた。術後麻痺を回避できた割

合が高かった疾患は頚椎 OPLL と側弯症で，

回避できなかった割合が高かったのは胸椎

OPLL と髄内腫瘍例であった．アラームを生



じうるタイミングは頸椎 OPLL では後方手

術時の椎弓拡大、前方手術時の椎体亜全摘

であった。また胸椎 OPLL では最狭窄部位の

除圧が最も高頻度であり注意が必要である。 

（研究成果：Yoshida et al., Spine (Phila 

Pa 1976). 2019 Apr 15;44(8):E470-E479.  

Yoshida et al., Spine (Phila Pa 1976). 

2019 Oct 15;44(20):1435-1440.） 

 

２）CT を用いた脊椎靭帯骨化症患者にお

ける全脊椎骨化巣の評価 –前向き研究- 

頸椎 OPLL の骨化巣に対する CT を用いた

新分類を提唱した富山大学、川口善治を

Project leader として 16 施設が参加し、

前向き調査が行われた。頚椎 OPLL 患者の

JOA スコアを含む基礎データ、JOABPEQ、

JOACMEQ と全脊柱 CT データを渉猟できた

239 例を対象とした。骨化の重篤度を測る

指数として椎体および椎間レベルに存在す

る OPLL の総和を OP index と定義し、頚椎

OP index5 以下を Grade 1,6-9 を Grade 2、

10 以上を Grade 3 に分け（頚椎 OP 分類）

神経症状と痛み、生活動作などとの関連を

詳細に解析した。 

男性 163 例女性 76例で、平均年齢は 63.9

歳、平均 JOA スコアは 12.3 点であった。頚

椎 OP 分類と頚部痛、上肢しびれ、腰痛の

VAS との有意な相関は見られなかった。

JOACMEQ で下肢機能、BPEQ では社会生活が

頚椎 OP 分類と相関した。JOA スコア各項目

でも下肢運動機能のみ頚椎 OP 分類と相関

していたが、その他の項目は有意な関連は

なかった。一方で頚椎 OP分類が上がるほど

OPLL による骨化脊柱管占拠率、びまん性特

発性骨増殖症の程度、他の脊柱靭帯骨化の

存在数などが有意に増加する傾向が分かっ

た。 

本研究では頚椎 OPLL の骨化巣が多く存

在する場合胸腰椎にも脊柱靭帯骨化が予測

されることが分かった。OPLL の画像重症度

は必ずしも痛みや神経機能を直接反映する

ものではなかったが、頚椎 OP分類 grade 3

（最も重症骨化）の場合は神経障害をきた

していることも多く精査が推奨される。 

(研究成果：Hirai et al., Sci Rep. 2020 

Mar 26;10(1):5532. Mori et al., J Orthop 

Sci. 2019.) 

 

３）びまん性特発性骨増殖症（DISH）にお

ける脊椎損傷 

慶應義塾大学、松本守雄を Project leader

とし、以前に後ろ向きに症例収集を行って

いる。今回、全国 18 施設にて DISH 脊椎損

傷患者の臨床データおよび治療成績を前向

きに集積した。 

 平成 27 年 12 月以降、参加施設を受診

した 69 例 (男性 44例、女性 25 例、平均年

齢 75.2±11.4 歳)を対象とした。診断の

遅れ、医療機関受診までの日数、正しい診

断までの日数、診断名、受傷時の神経症状

（Frankel 分類）と一段階以上神経症状の

悪化例について検討した。 

55.1%で診断の遅れがあり、その理由は

doctor’s delay が 55.3%、patient’s delay

が 44.7%であった。遅れがなかった症例で

は全例が受傷当日に 1 次医療機関で正しい

診断がされていたが、遅れのあった症例で

は医療機関の受診までに 11.3 日(0-180 日)

かかり、骨粗鬆症性椎体骨折の初期診断

（57.9%）が多かった。受傷時の神経症状は

Frankel B 2.9%､C 7.2％、D 15.9％、E 

73.9%であったが、17.2％に遅発性麻痺を認



め、受傷から 14日以内に診断不能だった場

合に神経症状の悪化例を多く認めた

(p=.049)。本損傷は非典型的な脊椎損傷で

あるために不適切な初期診断がされること

が多い。今後さらに一般診療医への啓蒙な

どにより、初期診断の精度を改善させてい

くことが重要である。(研究成果：Okada et 

al.J Orthop Sci. 2019 Jul;24(4):601-606. 

Katoh et al. J Clin Med. 2020 Jan 12;9(1). 

pii: E208.) 

 

４）転倒による症状悪化に対する手術の影

響 

圧迫性頚髄症患者では、歩行バランスの低

下による転倒の危険性が増大しており、転

倒時の比較的軽微な外力による神経症状悪

化が問題となる。自治医科大学、竹下克志

を Project leader として、これまでに手術

治療を受けた圧迫性頚髄症患者を対象とし

て以前に後ろ向きに調査を行い、全国 11施

設から 350 例の症例集積を行った。今回は

前向きに症例収集を行い検討を行った。研

究参加時に転倒に関する記録帳（転倒手帳）

を配布し，転倒があった場合には発生の日

時や状況などを記録するように依頼した．

転倒時の自覚状悪化は，上下肢の「しびれ

のみ悪化」と「動きが悪化」の 2 段階に分

類した． 

 159 名が術後 1 年の経過観察を終了し、

132 名の転倒手帳が回収できた。この 132

名（男 83名，女 49名，平均年齢 69 歳）を

分析の対象とした。平均観察期間は術前 1.8

カ月，術後 12.1 カ月であった．術前 96 回，

術後 119 回の転倒が観察され，観察人年当

たりの転倒発生は術前 5.0 回から術後 0.9

回と 5 分の 1 に以下に減少していた．転倒

1回当りの運動悪化の発生頻度は，術前 34%

が術後 8%と有意に減少していた（P<0.001）．

術前に転倒時の「動き悪化」が発生した 17

症例では，悪化がなかった症例に比較して

術後 1 年時の JOA スコアが有意に低値であ

った（P=0.02）． 

 圧迫性頚髄症に対する手術治療が，転倒

とこれに伴う神経症状悪化を有意に減少さ

せることが前向きの検討によって示された．

術前の転倒による自覚症状悪化が術後 1 年

時の有意な機能低下につながっていたこと

から，術前の転倒に対する予防策の重要性

が示唆された．(研究成果：Kimura et al., 

Spine (Phila Pa 1976). 2020 

Jun1;45(11):E631-E638. 

Inose et al, Spine (Phila Pa 1976) 2020 

April.) 

５）胸椎後縦靭帯骨化症の手術成績 

胸椎OPLLは頻度が低いものの、手術後の

麻痺など問題があり未だ術式の確立が成さ

れていない。名古屋大学、今釜史郎を

Project leaderとし、2011年12月以降に胸

椎OPLL手術115例 (男性53例、女性62例、手

術時平均年齢53歳)が前向きに登録され、そ

の手術成績を調査した。 

術式は前方除圧固定8例 (7%)、後方手術

は後方固定術4例 (3.5%)、椎弓切除術6例 

(5.2%)、後方進入前方除圧固定術12例 

(10%)、後方除圧固定術 (矯正固定術含む) 

85例 (74%)であった。JOAスコア改善率は術

後徐々に改善し術後1年では平均55%であっ

た。術式別JOA改善率 (1年)は有意差がなか

った。術後半年のJOAスコア改善率は術中エ

コーでの脊髄浮上した症例で有意に51例 

(44%)で、一過性を含む術後麻痺発生は40

例 (35％)であった。 



また 2014～2017 年に参加 16 施設で胸椎

黄色靱帯骨化症(T-OLF)に対して手術治療

が行われた 223 例も調査した。 

全体の JOA スコアは術前 6.2、術後半年 

7.9(改善率 35%)、1 年 8.2(40.9%)、2 年

8.2(41.4%) で あ っ た 。 術 式 は

instrumentation 併用後方固定術 109 例、

除圧術 114 例で、1999～2007 年多施設研

究：除圧術 86 例、後方除圧固定術 8例と比

べ有意に固定術症例が増加していた。術中

硬膜骨化もしくは癒着は 34 例に認め、その

うち 25 例に硬膜損傷が生じた。周術期合併

症は術後運動麻痺悪化 9例（4.0%）、髄液漏

5 例、深部感染 3 例であった。術後 1 年時

JOA 改善率が除圧術 37.1%、後方除圧固定術

44.9%と有意差を認めた(p<0.05)。インスト

ゥルメンテーション技術、使用材料の発達

に加え、強い脊髄障害、つまり骨化形態が

重度な症例に対してインストゥルメンテー

ション併用固定術が選択されたと考えられ

た。（研究成果：Ando et al., Spine (Phila 

Pa 1976). 2019 Aug 13.  Imagama et al., 

Spine (Phila Pa 1976). 2018 Apr 23.） 

 

６）進行性骨化性線維異形成症患者（FOP）

の患者レジストリ構築 

進行性骨化性線維異形成(FOP)は、進行性

の異所性骨化により四肢関節拘縮、脊柱変

形、開口障害を生じADLやQOLが低下する疾

患である。研究班が収集するFOP患者50名の

情報を解析した。FOP患者50名の性別の内訳

は男性28名、女性22名であった。50名中47

名が遺伝子検査を受けており、うち44名は

617G>A (R206H)のcommon mutationを示した。

その他の3名はそれぞれ774G>T（2015に研究

班が報告）、587T>C（2014に研究班が報告）、

982G>A、であった。生年による診断時年齢

の違いを調査すると、2007年までに出生し

た患者では、30名中26名が2歳以降に診断を

受けていた（R206H以外の遺伝子変異の3名

を含む）のに対し、2008年（研究班設置の

翌年）以降に出生した患者では、9名中7名

が1歳までに診断を受けていた。 

今後の FOP 臨床研究、さらには候補治療薬

の治験等を進めるためには、日本人患者の

情報収集が重要な役割を果たす。そこで難

病プラットフォーム（Rare Disease Data 

Registry of Japan：RADDAR-J）と連携し、

患者レジストリ構築の準備を開始し、関係

する京都大学での倫理審査が終了し、事務

局を置く東京大学の体制を整備した。（研究

成果：Nakahara et al., Disabil Rehabil 

41(6): 699-704, 2019.Haga et al., 

Pediatr Int 62: 3-13, 2020） 

 

７）新診療ガイドライン策定 

診療 GL 策定委員会（委員長：川口、委員：

國府田、筑田、森、今釜、吉井、海渡、長

谷川）を立ち上げ、Minds の指針にのっと

ったガイドライン作成を行った。本ガイド

ラインは、従来の頚椎 OPLL ガイドラインを

改定し、胸椎 OPLL,OYL を含んだもので、‘脊

柱靱帯骨化症ガイドライン’として、新し

く頚胸椎 OPLL の CQ を改定した。H30 に系

統的文献 Review を行い、H31 にガイドライ

ンの原稿作成、関係学会、患者会からのパ

ブコメ募集を行い、H31.10 月に発刊された

（研究成果：Yoshii et al., J Orthop Sci. 

2020 Jan 30. pii: S0949-2658(20)30001-4.

脊柱靱帯骨化症診療ガイドライン 2019：南

江堂）。 

 



Ｄ．考察、 

脊柱靱帯骨化症研究班として前体制の3年

間で、多くのデータを全国の施設から集積す

る研究方法を確立し、本体制の 3 年間で立ち

上げた研究結果をまとめ、多くの報告を国際

誌に行った。特にこの 3 年間で多くの多施設

前向き研究を行い、質の高いエビデンスの集

積を行った。 

また診療 GL策定委員会を立ち上げ、従来

の頚椎 OPLL 診療ガイドラインを改定し、胸

椎 OPLL,OYL を含んだ‘脊柱靱帯骨化症診療

ガイドライン’として、新しいガイドライ

ンを作成した。本ガイドラインは Minds の

指針に沿って CQ を作成し、系統的レビュー

を行っている。また本ガイドラインには、

研究班で集積した臨床エビデンスも数多く

採用されている。 

今後は、手術治療だけでなく、自然経過

や保存治療、手術後にも遺残する痛みにも

着目して臨床研究を行い、更なるエビデン

スの集積を行っていく。また研究班で得た

成果を診療ガイドラインに反映させていく。 

 

Ｅ．結論 

靭帯骨化症調査研究班として多数の多施

設臨床研究を立ち上げ、重要な研究結果が

多数得られている。これらの成果を社会に

発信していくとともに、診療ガイドライン

に反映させ、 ‘脊柱靱帯骨化症診療ガイド

ライン’を発刊した。 
 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

書籍・雑誌一覧表の通り。 

2.学会発表 

別紙 学会発表の通り。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

 なし 

2.実用新案登録 

   なし 

3.その他 

   なし 
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著者氏名  論文タイトル

名 

書籍全体の

編集者名 

 書籍名 出版社名  出版地 出版
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 ペー
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Matsumoto M Overview of 
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OPLL and OLF 

Okawa A       
Matsumoto 
M    
Iwasaki M     
Kawaguchi 
Y 

OPLL Third 
Edition 

Springer Singapore 2020 35-37 

Yamazaki M   
Abe T        
Funayama T     
Takahashi H    
Maki S        
Furuya T     
Koda M 

Diagnosis of 
OPLL and OLF;
Overview 

Okawa A       
Matsumoto 
M    
Iwasaki M     
Kawaguchi 
Y 

OPLL Third 
Edition 

Springer Singapore 2020 101-
112 

Ozawa H Clinical Mani
festation of 
Cervical OPLL 

Okawa A       
Matsumoto 
M    
Iwasaki M     
Kawaguchi 
Y 

OPLL Third 
Edition 

Springer Singapore 2020 113-
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古矢丈雄， 
飯島靖，   
齋藤淳哉， 
宮本卓弥， 
志賀康浩， 
稲毛一秀， 
折田純久， 
山崎正志， 
大鳥精司 

脊椎疾患のニュ
ーロイメージン
グの近未来 頸
部脊髄症に対す
る拡散テンソル
画像神経障害の
定量評価と手術
の予後予測 

日本整形外科学会雑誌 93(7) 445-449 2019 



北村充広， 
牧聡，     
國府田正雄，
古矢丈雄， 
山崎正志， 
大鳥精司 

【整形外科診療
における最先端
技術】診断、評
価 新しい画
像・機能診断 
拡散テンソル画
像による頸部脊
髄症の神経障害
定量評価 

別冊整形外科 75 巻 2-5 2019 

海渡 貴司, 
武中 章太, 
串岡 純一, 
吉川 秀樹, 
渡邉 嘉之, 
田中 壽,   
寒 重之,   
柴田 政彦 

脊椎疾患のニュ
ーロイメージン
グの近未来 安
静時 fMRI を用
いた脳機能結合
解析に基づく頸
髄症の予後予測
を目指して 

日本整形外科学会雑誌 93(7) 456-9 2019 

山﨑 正志 

久保田茂希 

門根 秀樹 

清水 如代 

安部 哲哉 

國府田正雄 

脊柱靭帯骨化症
に伴う急性およ
び慢性脊髄障害
に対するロボッ
トスーツを用い
た機能回復治療 

整形外科 69 巻 6
号 
628-634 2018 

國府田正雄 

古矢 丈雄 

牧 聡 

野口 裕史 

三浦 紘世 

長島 克弥 

山﨑 正志他 

頚椎後縦靭帯骨
化症に対する術
式選択の指標: 
K-line 

臨床整形外科 53 661-667 2018 

岡田英次郎 

松本 守雄 

びまん性特発
性骨増殖症に
伴った脊椎損
傷 

整形外科 69 676-679 2018  

木村 敦 圧迫性頸髄症手
術前後の転倒に
よる症状悪化 

整形外科 69 635-639 2018 

森 幹士 非骨化症患者に
みられる胸椎黄
色靭帯骨化症の
頻度と研究手法 

整形外科 69(6) 667-671 2018 

平野 徹 脊柱靭帯骨化症
の診断と治療の
進歩 

新潟県脊柱縦靭帯骨化症
患者家族会「サザンカ」
の会通信 

  2018 



勝見  敬一 脊柱縦靭帯骨化
巣の三次元画像
解析 

 

整形外科 「脊柱靭帯骨化
症特集」 

69(6) 539-545 2018 

小澤 浩司 【脊柱靱帯骨化
症研究の進歩】
術後評価 頸髄
症における術後
脊髄腫脹の検討 
MRI Gd-DTPA 増
強効果との関係 

整形外科 69(6) 660-666 2018 

菅野 晴夫 脊髄損傷の病態
と再生 脊髄損
傷における新た
な細胞死ネクロ
プトーシスの二
次損傷への関与 

日本整形外科学会雑誌 2(10) 753-756 2018 

菅野 晴夫 経皮的椎弓根ス
クリューの固定
性強化 HA 顆粒
による新たな補
強法と PTH 製剤
による補強効果 

整形外科最小侵襲手術ジ
ャーナル 

87 81-88 2018 

加藤  仁志 
村上  英樹 
出村 諭 
吉岡 克人 
横川 文彬 

土屋 弘行 

胸椎後縦靭帯骨
化症に対する後
側方進入前方除
圧術 

整形外科 69 598－600 2018 

藤林 俊介 胸椎後縦靭帯骨
化症に対する広
報固定術後の骨
化巣の応力分布
変化-三次元有
限要素解析 

整形外科 69 565-571 2018 

西田 周泰 

寒竹 司 

田口 敏彦 

【脊柱靱帯骨化
症研究の進歩】
骨化症の病態 
頸椎後縦靱帯骨
化症の手術術式
による脊髄応力
分布変化 

整形外科 69(6) 559‐564 2018 

鬼頭  浩史 HPP における骨
折リスクについ
て 

HPP Frontier 1 40-41 2018 

鬼頭  浩史 思春期を診る・
四肢や体幹の痛
み 

小児科 59 543-548 2018 



鬼頭  浩史 骨系統疾患の治
療—現状と展望— 

日整会誌 92 977-986 2018 

大場 哲郎 

江幡 重人 

岩間 達 

勝麻 里那 

波呂 浩孝 

頚椎前方固定術
前後の嚥下障害
評価とリスクフ
ァクターの検討
～嚥下内視鏡と
スクリーニング
質問シートを用
いて～ 

Journal of Spine 
Research 

9(3) 686 2018 

山田 圭 脊椎疾患由来の
慢性疼痛の治療
戦略 

整形外科 70(1) 51-60 2018 

海渡 貴司,  
藤原 啓恭,  
武中 章太,  
牧野 孝洋,  
坂井 勇介,  

吉川 秀樹． 

【脊柱靱帯骨化
症研究の進歩】
術後評価 頸髄
症術後成績の経
時変化． 

整形外科 69(6) 640-643 2018 

西村 浩輔, 
松岡 佑嗣, 
遠藤 健司,  
鈴木 秀和,  
高松太一郎, 
村田 寿馬, 
粟飯原孝人, 

山本 謙吾 

チタン製椎弓プ
レートを用いた
頚椎椎弓形成術 

臨整会誌 53 693-697 2018 

関 健, 
遠藤 健司, 
松岡 佑嗣,  
西村 浩輔, 
高松太一郎, 

山本 謙吾 

頚椎後縦靭帯骨
化症に対する椎
弓形成術後後弯
発生と脊椎矢状
面アライメント 

整形外科 69 655-659 2018 

関 健, 

遠藤 健司,  

鈴木 秀和,  

高松太一郎, 

小西 隆允, 

山本 謙吾 

関健,遠藤健司, 
鈴木秀和, 高松
太一郎,小西隆
允,山本謙吾：
Pharyngeal 
inlet angle は
頚椎前縦靭帯骨
化に伴う嚥下障
害発症の指標に
なる. 東日本整
災 30：544-548, 
2018 

東日本整災誌 30 544-548 2018 

 

平井高志 頚椎後縦靱帯骨 Journal of Spine 8 132-138 2017 



吉井俊貴  
岩波明生  
竹内一裕  
森  幹士  
山田剛史  
西村空也  
松本守雄, 
中村雅也 
大川  淳  

川口善治 

化症患者の全脊
椎 CTを用いた
脊柱靱帯骨化の
評価ー大規模多
施設研究に基づ
いて特に後縦靱
帯骨化巣と項靱
帯骨化巣に着目
して JOSL CT 
study 

Research 

今釜史郎 胸椎 OPLL の手
術治療～より安
全にそして確実
を目指して～ 

整形外科  64-72 2017 

今釜史郎 胸椎後縦靱帯骨
化症（胸椎
OPLL）に対する
後方除圧矯正固
定術 

脊椎脊髄外科ジャーナル  5-12 2017 

岡田英次朗 

松本守雄    

 

専門医試験をめ
ざす症例問題ト
レーニング 外
傷性疾患(スポ
ツ障害も含む)
ー 

整形外科 68(7) p675-
679、 

2017年 

山田  圭 脊柱変形による
神経障害機序の
検討－日本脊椎
脊髄病学会脊髄
モニタリングワ
ーキンググルー
プ多施設前向き
研究 

 J Spine Res. ８ 1493-1501 2017 

勝見敬一 脊柱靭帯骨化症
の最新の知見 
～腰部脊柱管狭
窄症・骨粗鬆
症・メタボとの
関連性～ 

新潟県脊柱縦靭帯骨化症
患者家族会「サザンカ」
の会通信 

60 13-15 2017 

勝見敬一 CT を用いた 3次
元画像解析によ
る骨化巣進展の
評価 

Loco CURE 3 216-221 2017 

小崎慶介、北
野利夫、鬼頭
浩史、中島康
晴、北中幸子、
室月淳、西村
玄、芳賀信彦 

2015 年版骨系統
疾患国際分類の
和訳 

日整会誌 91 462-502 2017 



 

勝見敬一 頚椎後方固定術
は後縦靭帯骨化
症の進展を抑制
する-三次元画
像解析を用いた
椎弓形成術と後
方固定術との比
較 

整形外科 「最新原著レビ
ュー」 

 

69 288-291 2018 

小澤浩司 脊椎・脊髄疾患
の神経学 神経
病変の脊髄高位
の診断 頸髄
症・頸部神経根
症における障害
高位の診断 

整形・災害外科 60 巻 5
号 
473-478 2017年 

高橋忠久,菅
野晴夫,相澤
俊峰,橋本功,
井樋栄二, 小
澤浩司 

同一椎間に再発
した胸椎黄色靱
帯骨化症の 2例 

東北整形災害外科学会雑
誌 

60 巻 1
号 
101-105 2017年 

関健、松岡佑
嗣、遠藤健司、
鈴木秀和、澤
地恭昇、西村
浩輔、小島理、
松岡恒弘、山
本謙吾 

頚椎後縦靱帯骨
化症に対する椎
弓形成術術後後
弯発生と全脊椎
矢状面アライメ
ント 

臨床整形外科 52(12) 1191-1195 2017 

関健、遠藤健
司、松岡佑嗣、
西村浩輔、高
松太一郎、山
本謙吾 

頚椎後縦靭帯骨
化症に対する椎
弓形成術後後弯
発生と脊椎矢状
面アライメント 

   2018 

(in pre
ss) 

細野 昇, 武
中 章太, 向
井克容,立石
耕介,池上 大
督,冨士武史. 

シンポジウム 
この 10 年のイ
ノベーション椎
弓形成術の合併
症制圧を目指し
て 軸性疼痛と
C5 麻痺. 

Journal of Spine 
Research. 

8(9) 1502-7 2017 

海渡貴司 【頸髄症の Up-
to-date】 
(Part1)症候学
と診断 頸髄症
における
Myelopathy 
hand を含む手の
症候(解説/特
集) 

Bone Joint Nerve 8 巻 1
号 

15-20 2018 



学会発表(国際学会等) 

 

1. Takashi Hirai, Toshitaka Yoshii, Tomoyuki Yokoyama, Atsushi Okawa  3’ UTR 

alternative splicing of mRNAs may contribute to the mechanisms of peripheral 

neuropathy. 46Th ISSLS 2019/6/3 

2. Takashi Hirai, Toshitaka Yoshii, Hiroyuki Inose, Masato Yuasa, Shuta Ushio, 

Hiroaki Onuma, Atsuyuki Kawabata, Atsushi Okawa Surgical outcomes of thoracic 

arachnoid web: a case series ICORS 2019  2019/6/19 

3. Nakajima H, Watanabe S, Honjoh K, Kitade I, Sugita D, Matsumine A. Long-term 

outcome of anterior cervical decompression with fusion for cervical 

ossification of posterior longitudinal ligament. Cervical Spine Research 

Society European Section Annual Meeting (2019.5) Roma 

4. Kawaguchi Y, Nakano M, Yasuda T, Seki S, Suzuki K, Yahara Y, Makino H, Kobayashi 

K, Kimura T. Clinical impact of ossification of the posterior longitudinal 

ligament progression after cervical laminoplasty.Cervical Spine Research 

Society, Asia Pacific secion, 6, August, 2020 

5. Kubota S, Kadone H, Shimizu Y, Hara Y, Yamazaki M. Robotic elbow flexion 

training with a newly developed upper limb single-joint Hybrid Assistive Limb 

(upper limb HAL-SJ) for elbow flexor reconstruction after brachial plexus 

injury．14th International Federation of Societies for Surgery the Hand 

(IFSSH) and 11th International Federation of Societies for Hand Therapy 

(IFSHT)，June 2019，Berlin，Germany  

6. Kubota S, Kadone H, Shimizu Y, Kubo T, Hara Y, Yamazaki M. Muscle activity 

during robotic elbow flexion training using a newly developed upper limb 

single-joint Hybrid Assistive Limb device for elbow flexor reconstruction 

after brachial plexus injury．The XXVII Congress of the International Society 

of Biomechanics (ISB), July 2019，Calgary, Canada 

7. Kubota S, Kadone H, Shimizu Y, Hara Y, Kubo T, Yoshioka T, Sugaya H, Hada Y, 

Yamazaki M. Feasibility study of robotic elbow flexion training using a newly 

developed upper limb single-joint hybrid assistive limb for elbow flexor 

reconstruction after brachial plexus injury．The 41st Annual Meeting of the 

Royal College of Orthopaedic Surgeons of Thailand (RCOST)，October 2019，

Pattaya，Thailand  

8. Sandra Puentes, Hideki Kadone, Shigeki Kubota, Tetsuya Abe, Yukiyo Shimizu, 

Yasushi Hada, Aiki Marushima, Yoshiyuki Sankai, Kenji Suzuki, Masashi 

Yamazaki. Enhancement of Gait Coordination through Robotic Therapy in 



Myelopathy Patients with Residual Motor Disturbances after Decompression 

Surgery, O8-9, 13th International Society of Physical and Rehabilitation 

Medicine World Congress (ISPRM), Kobe, Japan, June 9-13, 2019. 

9. 1Seioh Ezaki, Hideki Kadone, Shigeki Kubota, Yukiyo Shimizu, Tetsuya Abe, 

Kousei Miura, Yasushi Hada, Masao Koda, Masashi Yamazaki. Analysis of gait 

motion change by intervention using robot suit HAL in acute and chronic stage 

myelopathy patients after decompression surgery, P01, The 1st International 

Sport Neuroscience Conference (ISNC-IBRO), September 8-9, Tsukuba, Japan, 

2019. 

10. Seioh Ezaki, Hideki Kadone, Shigeki Kubota, Yukiyo Shimizu, Tetsuya Abe, 

Kousei Miura, Yasushi Hada, Massao Koda, Masashi Yamazaki. Analysis of gait 

motion change by intervention using robot suit Hybrid Assistive Limb in acute 

and chronic stage myelopathy patients after decompression surgery. The 41st 

Annual Meeting of the Royal College of Orthopaedic Surgeons of Thailand 

(RCOST), October 20-22, Pattaya, Thailand, 2019. 

11. Tetsuya Abe, Shigeki Kubota, Hideki Kadone, Yukiyo Shimizu, Kousei Miura, 

Toru Funayama, Massao Koda, Masashi Yamazaki. Gait training with voluntary 

driven robotic device in the postoperative acute/subacute phase improves 

severe myelopathy due to  

ossification of the posterior longitudinal ligament in the thoracic spine. 

The 41st Annual Meeting of the Royal College of Orthopaedic Surgeons of 

Thailand (RCOST), October 20-22, Pattaya, Thailand, 2019. 

12. Seioh Ezaki, Hideki Kadone, Shigeki Kubota, Yukiyo Shimizu, Tetsuya Abe, 

Kousei Miura, Yasushi Hada, Massao Koda, Kenji Suzuki, Masashi Yamazaki. 

Acquisition of double knee action by intervention using robot suit robot suit  

13. Hybrid Assisted Limb ® in acute and chronic stage myelopathy patients after 

decompression surgery, 2018, 14th International Society of Physical and 

Rehabilitation Medicine World Congress (ISPRM), Orland, USA, March 4-9, 2020. 

14. Miura K, Kadone H, Koda M, Yamazaki M. Relationship between deterioration of 

spinal sagittal balance during walking and fat infiltration in back muscles in 

adult spinal deformity: A gait analysis using three-dimensional motion analysis.

第 4回中日友好脊椎外科研究会, (Tokyo, Japan), December, 2019 

15.  Miura K, Koda M, Nagashima K, Noguchi H, Funayama T, Abe T, Kawamoto H, Sankai 

Y, Yamazaki M. Exercise therapy using Hybrid Assistive Limb for lumbar support 

improves motor function in the elderly. 41st Annual Meeting of the Royal College 

of Orthopaedic Surgeons of Thailand, (Pattaya, Thailand), October, 2019. 



16. Miura K, Kadone H, Shibao Y, Kumagai H, Nagashima K, Maraki K, Noguchi H, 

Funayama T, Abe T, Koda M, Yamazaki M. Thoracic kyphosis and pelvic anteversion 

increases during walking in patients with adult spinal deformity: analyses of 

dynamic alignment change with three-dimensional gait motion analysis system. 46th 

the International Society for the Study of the Lumbar Spine Annual Meeting, 

(Kyoto, Japan), June, 2019. 

17.  Miura K Kadone H, Shibao Y, Kumagai H, Nagashima K, Maraki K, Noguchi H, 

Funayama T, Abe T, Koda M, Yamazaki M.Elucidation of dynamic spinal alignment 

change during walking in patients with dropped head syndrome using three-

dimensional gait motion analysis. 10th Annual Meeting of the Cervical Spine 

Research Society Asia Pacific Section, (Yokohama, Japan), March, 2019 

18. Ando. K, Imagama S.  Outcomes of surgery for thoracic myelopathy due to 

thoracic ossification of the ligamentum flavum in a nationwide multicenter 

prospective study in 223 patients: is instrumented fusion necessary?  AAOS 

2020 (USA, Orland) 

19. Go Yoshida, Yukihiro Matsuyama, Hiroki Ushirozako, Shiro Imagama, Shigenori 

Kawabata and JSSR monitoring working group. Intraoperative neuromonitoring for 

ossification of posterior longitudinal ligament in prospective national-wide 

multicenter study 2019.05.22 CSRS-Euro Roma, Italy 

20. Go Yoshida, Shiro Imagama, Shigenori Kawabata, Kei Yamada,Tsukasa Kanchiku, 

Nobuaki Tadokoto, Masahito Takahashi Kanichiro Wada, Naoya Yamamoto, Muneharu 

Ando, Hiroki Ushirozako, Yukihiro Matsuyama Intraoperative neuromonitoring for 

ossification of posterior longitudinal ligament Prospective national-wide study 

of Japanese society for spine surgery and related research,CSRS-AP (2019.03,14-

16 Yokohama, Japan) 

21. Go Yoshida, Hiroki Ushirozako, Tomohiko Hasegawa, Yu Yamato, Tomohiro Banno, 

Hideyuki Arima, Shin Oe, Yukihiro Matsuyama  Multimodal intraoperative spinal 

neuromonitoring for high risk cervical and cervicothoracic spinal disorders, 

Global spine congress (2019,05,17 Toronto Canada) 

22. Haga N: Contribution of rehabilitation medicine to patients with typical form 

of fibrodysplasia ossificans progressiva. 13th ISPRM World Congress, 2019.6.9-

13, Kobe 

23. Haga N, Shinoda Y, Fujiwara S, Mano H, Sawada R: Application of a dynamic spinal 

brace to a child with fibrodysplasia ossificans progressiva developing acutely 

progressing scoliosis. ISPO 17th World Congress, 2019.10.5-8, Kobe 

24. Katsumi K, Hirano T, Watanabe K, Ohashi M,  Yamazaki A, Shibuya Y, Makino T, 



Takesue Y, Izumi T, Sawakami K, Denda H, Endo N.  Novel concept of posterior 

decompression and fusion for  K-line (-) cervical ossification of the posterior 

longitudinal ligament. 2019 年 9 月 第 26 回 JPSTSS 

25. Mitsuhiro Kitamura, Satoshi Maki, Takeo Furuya, Takuya Miyamoto, Yasuhiro Shiga, 

Kazuhide Inage, Sumihisa Orita, Koji Matsumoto, Shingo Terakado, Yoshitada 

Masuda, Seiji Ohtori：Assessing the inter-vendor reproducibility of diffusion 

tensor imaging of the spinal cord for multi-center imaging studies．ISMRM 27th 

Annual Meeting & Exhibition  May 11–16, 2019, Montreal, Canada 

26. Takeo Furuya Mid-term surgical outcome of posterior decompression with 

instrumented fusion in patient with K-line(-) type cervical OPLL．The 63rd 

Annual Congress of the Korean Orthopaedic Association  Octorber 17-19, 2019, 

Seoul, Korea(Abstract p113) 

27. Takeo Furuya Mid-Term Surgical Outcome of Posterior Decompression With 

Instrumented Fusion For K-Line Negative Type Cervical OPLL -Minimum 5 Years 

Follow-Up 18254．CSRS 47th Annual Meeting  November 21-22, New York(Abstract 

p170) 

28. Takenaka S, Kaito T, Makino T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka H, Watanabe Y, Kan 

S, Shibata M. Plasticity of the brain and prognostic prediction in evaluating 

spontaneous brain activity for cervical myelopathy: A resting-state fMRI study. 

EUROSPINE 2019. Oct 16-18, 2019 Helsinki, Finland 

29. Funao H, Igawa T, Kusano S, Isogai N, Maeda Y, Sasao Y, Nishiyama M, Ishii K. 

Analysis of anticipatory postural adjustments between normal and cervical 

spondylotic myelopathy patient. 10th Annual Meeting of Cervical Spine Research 

Society Asia Pacific Section, Yokohama, Japan, Mar. 15-16, 2019. 

30. Nakajima H, Takahashi A, Kitade I, Watanabe S, Honjoh K, Matsumine A. Clinical 

predictors and optimal management for patients with cervical spinal cord injury 

without major bone injury. Eurospine Annual Meeting （2018.9） Balcerona 

31. Ushirozako H, Yoshida G, Kobayashi S, Hasegawa T, Yamato Y, Yasuda T, Banno T, 

Arima H, Oe S, Mihara Y, Togawa D, Matsuyama Y.：Impact of total propofol dose 

during spinal surgery: anesthetic fade on transcranial motor evoked potentials 

monitoring. 第 18 回日仏整形外科学会（2018.07.07, 大津市） 

32. Ushirozako H, Yoshida G, Kobayashi S, Hasegawa T, Yamato Y, Yasuda T, Banno T, 

Arima H, Oe S, Mihara Y, Togawa D, Matsuyama Y.: Transcranial motor evoked 

potentials for preventing nerve root injury during adult spinal deformity 

surgery. Spine across the Sea (2018.07.29-08.02, Hawaii) 

33. Kanchiku T, Imajo Y, Suzuki H, Funaba M, Nishida N, Taguchi T, Yoshida G, 



Matsuyama Y: Efficacy of evoked potential monitoring during cervical spine 

surgeries. 2018 Spine Across the Sea, Kauai, Hawaii. July 29-August 2, 2018 

34. Yoshida G, Kobayashi S, Hasegawa T, Yamato Y, Yasuda T, Banno T, Arima H, Oe 

S, Mihara Y, Togawa D, Matsuyama Y.  Multimodal intraoperative spinal 

neuromonitoring for high risk cervical and cervicothoracic spinal disorders  

5 月 19 日 2018 CSRS-Euro イタリア 

35. Haga N: Activities of the research group on fibrodysplasia ossificans 

progressiva in Japan. 12th International BMP Conference, 2018.10.24-28, Tokyo 

36. Keiichi katsumi, Akiyoshi Yamazaki, Toru Hirano, Kei Watanabe, Masayuki 

Ohashi, Tomohiro Izumi, Naoto Endo. Prophylactic bilateral C4/5 foraminotomy 

for C5 palsy after open -door laminoplasty –A prospective study –. 2018 年 11

月   The 4th Annual Meeting of the Northern Thai Spine Society   

37. Keiichi katsumi, Toru Hirano, Kei Watanabe, Masayuki Ohashi, Tomohiro Izumi, 

Naoto Endo.  Posterior instrumented fusion suppresses the progression  of 

ossification of the posterior longitudinal ligament: A comparison of 

laminoplasty with and without  instrumented fusion by 3-dimensional analysis. 

2018 年 12 月 CSRS 46th Annual Meeting 

38. Osawa Y, Matsushita M, Mishima K, Ishiguro N, Ohno K, Kitoh H. Bone formation 

was promoted in mouse model of distraction osteogenesis with gain-of-function 

mutations in Fgfr3. Annual meeting of Orthopaedic Research Society 2017.3.10-

13 (New Orleans) 

39. Kitoh H. Transplantation of autologous culture-expanded bone marrow cells and 

PRP during lower limb lengthening. Asia Pacific Stem Cells and Cartilage Repair 

Symposium. 2018.6.30（Gwangju, Korea） 

40. Matsushita M, Kitoh H, Mishima K, Ishiguro N, Fujiwara S, Haga N, Kitaoka T, 

Kubota T, Ozono K. Long-term health-related quality of life in patients with 

achondroplasia and hypochondroplasia. Annual meeting of the American Society 

for Bone and Mineral Research. 2016.9.28-10.1 (Montreal) 

41. Takeo Furuya, Efficacy of posterior decompression with instrumented fusion 

for K-line(-)-type cervical OPLL : minimum 5-year follow-up. APSS 2018 Asia 

Pacific Spine Society June 8-9, 2018, Taiwan 

42. Takeo Furuya, Satoshi Maki, Masao Koda, Mitsuhiro Kitamura, Takuya Miyamoto, 

Sumihisa Orita, Kasuhide Inage, Yasuhiro Shida, Masashi Yamazaki, Seiji 

Ohtori, Efficacy of Posterior Decompression with Instrumented Fusion for K-

Line(-)-type Cervical OPLL : Minimum 5-Years Follow-up. CSRS 2018 46th Annual 



Meeting of Cervical Spine Research Society December 6 – 8, 2018, Scottsdale, 

USA (Abstract p363) 

43. Takeo Furuya, Satoshi Maki, Masao Koda, Mitsumura Kitamura, Takuya Miyamoto, 

Sumihisa Orita, Kazuhide Inage, Yasuhiro Shida, Masashi Yamazaki, Seiji 

Ohtori, Efficacy of Posterior Decompression with Instrumented Fusion for K-

Line(-)-type Cervical OPLL – Comparison between Long Fusion and Short Fusion. 

CSRS 2018 46th Annual Meeting of Cervical Spine Research Society December 6 – 

8, 2018, Scottsdale, USA (Abstract p385) 

44. Takeo Furuya Mid-term surgical outcome of posterior decompression with 

instrumented fusion in patient with cervical OPLL. The second international 

seminar of cervical spine surgery February 21-22,2019, Phnom-Penh, Cambodia 

45. Takeo Furuya, Satoshi Maki, Mitsuhiro Kitamura, Takuya Miyamoto, Yasuhiro 

Shiga, Kazuhide Inage, Sumihisa Orita, Masao Koda, Masashi Yamazaki, Seiji 

Ohtori Mid-term Surgical Outcome of Posterior Decompression with Instrumented 

Fusion for K-line (-)-type Cervical OPLL. 10th Anniversary Meeting of 

Cervical Spine Research Society Asia Pacific Section March 14-16, 2019, 

PACIFICO Yokohama, Japan (Abstract p57) 

46. Mitsuhiro Kitamura, Satoshi Maki, Takeo Furuya, Takuya Miyamoto, Yasuhiro 

Shiga, Kazuhide Inage, Sumihisa Orita, Masao Koda, Masashi Yamazaki, Seiji 

Ohtori Assessing the inter-vendor reproducibility of diffusion tensor imaging 

of the spinal cord for multi-center imaging studies. 10th Anniversary Meeting 

of Cervical Spine Research Society Asia Pacific Section March 14-16, 2019, 

PACIFICO Yokohama, Japan (Abstract p130) 

47. Takashi Kaito, Shota Takenaka, Takahiro Makino, Yusuke Sakai, Junichi 

Kushioka, Hisashi Tanaka, Yoshiyuki Watanabe, Shigeyuki Kan, Masahiko 

Shibata. Brain biomarkers of neurological improvement in patients with 

cervical myelopathy – A resting-state fMRI study- CSRS 46th Annual Meeting 

December 6-8, Scottsdale, AZ 

48. Funao H, Yamane J, Isogai N, Tsuji O, Fujita N, Yagi M, Watanabe K, Nakamura 

M, Matsumoto M, Ishii K, Nagoshi N. Surgical results and clinical outcomes 

after cervical laminoplasty for ossification of the posterior longitudinal 

ligament stratified by ASA-PS classification 9th Annual Meeting of Cervical 

Spine Research Society Asia Pacific Section New Delhi, India, 2018. 

49. Kawaguchi Y, Nakano M, Yasuda T, Seki S, Suzuki K, Yahara Y, Makino H, Kimura 

T. More than 20 years of follow-up after en bloc cervical laminoplasty. 8th 

Annual Meeting of Cervical Spine Research Society Asia Pacific Section; 2017 



Mar 9-11; Kobe 

50. Fujii K, Abe T, Kubota S, Marushima A, K, Kawamoto H, Sankai Y, Yamazaki M. 

Voluntary driven exoskeleton Hybrid Assistive Limb for postoperative therapy 

of cervical and thoracic ossification of the posterior longitudinal ligament. 

8th Annual Meeting of the Cervical Spine Re search Society Asia Pacific 

Section, (Kobe, Japan), March, 2017 

51. Puentes Sandra，Kadone H，Marushima A，Kubota S，Shimizu Y，Kawamoto H，

Suzuki K，Abe T，Yamazaki M. Gait coordination in acute myelopathy patients 

before and after gait treatment using a powered exoskeleton. International 

Society of Posture and Gait Research (ISPGR) World Congress (Fort 

Lauderdale, USA) 2017  

52. Shimizu Y，Kadone H，Kubota S，Abe T，Funayama T，Marushima A，Ueno T，Hada 

Y，Yamazai M. Possibility of voluntary elbow flexion in patients with 

complete quadriplegia with C4 cervical cord injury using Hybrid Assistive 

Limb (HAL®) technology. The XXVI Congress of the International Society of 

Biomechanics (ISB) (Brisbane, Australia) 2017 July 

53. Shimizu Y，Kadone H，Kubota S，Abe T，Marushima A，Ueno T，Hada Y，Yamazaki 

M. Voluntary ambulation is possible in patients with complete quadriplegia or 

paraplegia by using upper arm muscle activities and Hybrid Assistive Limb 

(HAL®) technology. The XXVI Congress of the International Society of 

Biomechanics (ISB) (Brisbane, Australia) 2017 July 

54. Kadone H，Miura K，Abe T，Endo H，Murakami H，Doita M，Shimizu Y，Kubota S，

Hada Y，Yamazaki M. Effect of robot suit HAL for lumbar support on reduction 

of lumbar load in repetitive snow shoveling movement. The XXVI Congress of 

the International Society of Biomechanics (ISB) (Brisbane, Australia) 2017 

July 

55. Kadone H，Kubota S，Shimizu Y，Abe T，Marushima A，Ueno T，Hada Y，Yamazaki 

M. Gait and muscle activity during clinical intervention using robot suit HAL 

(Hybrid Assistive Limb) in a patient with severe spinal cord disorder.The 

XXVI Congress of the International Society of Biomechanics (ISB) (Brisbane, 

Australia) 2017 July  

56. Abe T, Fujii K, Kubota S, Kadone H, Miura K, Nagashima K, Noguchi H, Funayama 

T, Kumagai H, Koda M, Yamazaki M. Efficacy of gait training using HAL after 

surgery for severe myelopathy due to thoracic ossification of the posterior 

longitudinal ligament. 19th Deutsch-Japanesche Sosicety Symposium (Berlin, 

Germany) 2017 November 



57. Go Yoshida, Tomohiko Hasegawa, Yu Yamato, Sho Kobayashi, Shin Oe, Hideyuki 

Arima, Tatsuya Yasuda, Tomohiro Banno, Yuki Mihara, Hiroki Ushirozako, 

Daisuke Togawa, Yukihiro Matsuyama, Intraoperative neuromonitoring during 

adult spinal deformity surgery: Alert positive cases in different surgical 

procedures Scoliosis Research Society 2017 annual meeting (2017 年 9.6-9 フ

ィラデルフィア) 

58. Yamada K, Matsuyama Y, Kawabata S, Ando M, Yamamoto N, Kobayashi S, Imagama 

S, Kanchiku T, Wada K, Tadokoro N  Mechanism of nerural complication induced 

by corrective surgery for spinal deformity-Multi-institutional survey by the 

Spinal Cord Monitoring Working Group of Japanese Society for Spine Surgery 

and Related Research-Eurospine 2017 (2017 年 10 月 11 日 Dublin, Ireland) 

59. Satoshi Sumiya,Shigenori Kawabata, Toshitaka Yoshii, Atsushi Okawa. Cervical 

spinal cord impairment associated with neck flexion in posterior cervical 

decompression. Cevical Spine Research Society 45th Annual Meeting. 2017 年 12

月 2 日. Florida・Diplomat Beach Resort 

60. Keiichi Katsumi.  Posterior instrumented fusion suppresses the progression  

of ossification of the posterior longitudinal ligament: A comparison of 

laminoplasty with and without  instrumented fusion by 3-dimensional analysis. 

2017 年 7月 26th Congress of the international Society of Biomechanics 2017 

(Australia Brisbane)  

61. The reoperation rates after anterior fusion and laminoplasty of the cervical 

spine: a 26-year period survival function analysis. Hashimoto K et al. 18th 

EFORT Meeting Vienna, Austria, 2017.5.31 

62. Kato S, et al. A novel surgical procedure for ossification of the posterior 

longitudinal ligament in the thoracic spine. American Academy of Orthopaedic 

Surgeons 2017 Annual Meeting 2017．3．14-18．San Diego, USA 

63. Matsushita M, Kitoh H, Mishima K, Sugiura H, Hasegawa S, Kitamura A, Ishiguro 

N, Ohno K. Clinically feasible dose of meclozine promotes bone growth in 

mouse model with achondroplasia. Annual meeting of Orthopaedic Research 

Society 2017.3.19-22 (San Diego) 

64. Kitoh H, Mishima K, Matsushita M, Sugiura H, Kitamura K, Ishiguro N. 

Transplantation of autologous culture-expanded bone marrow cells and platelet 

rich plasma for bone regeneration. Comprehensive clinical study of the lower 

limb lengthening. EPOS/POSNA combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 



65. Matsushita M, Kitoh H, Mishima K, Sugiura H, Kitamura A, Ishiguro N. Clinical 

feasibility of meclozine for improvement of short stature in achondroplasia. 

EPOS/POSNA combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 

66. Matsushita M, Kitoh H, Mishima K, Yamashita S, Sugiura H, Kitamura A, 

Ishiguro N. Long term health-related quality of life in achonroplasia. 

EPOS/POSNA combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 

67. Hiroshi Kaneko, Tadashi Hattori, Koji Iwata, Masaki Matsushita, Hiroki 

Furuhashi, Hiroshi Kitoh. Disappearance of soft tissue interposition after 

gradual reduction using overhead traction in late-presenting DDH. A 

prospective comparative study on serial MRIs between pre-walking and walking 

children. EPOS/POSNA combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 

68. Hiroshi Kaneko, Hiroshi Kitoh, Masaki Matsushita, Hiroki Furuhashi, Tadashi 

Hattori. Secondary spherical remodeling from the healed stage to skeletal 

maturity in Legg-Calvé-Perthes Disease treated with Salter innominate 

osteotomy. EPOS/POSNA combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 

69. Hiroki Furuhashi, Hiroshi Kaneko, Koji Iwata, Tadashi Hattori, Hiroshi Kitoh. 

Salter innominate osteotomy for DDH in childhood does not predispose to 

anterior over-coverage and posterior under-coverage in adulthood. EPOS/POSNA 

combined annual meeting 2017.5.3-6 (Barcelona) 

70. Kitoh H, Mishima K, Matsushita M, Ishiguro N. Transplantation of autologous 

culture-expanded bone marrow cells and platelet rich plasma during lower limb 

lengthening. The 27th Korean-Japanese Combined Orthopaedic Symposium. 

2017.5.26-26 (Incheon) 

71. Matsushita M, Mishima K, Ishiguro N, Ohno K, Kitoh H. Clinically feasible 

dose of meclozine improves bone growth, bone volume, and bone quality in 

mouse model with achondroplasia. The 27th Korean-Japanese Combined 

Orthopaedic Symposium. 2017.5.26-26 (Incheon) 

72. Okura T, Matsushita M, Mishima K, Esaki R, Seki T, Ishiguro N, Kitoh H. 

Activated FGFR3 prevents subchondral bone sclerosis during the development of 

osteoarthritis in transgenic mice with achondroplasia. The 27th Korean-

Japanese Combined Orthopaedic Symposium. 2017.5.26-26 (Incheon) 

73. Osawa Y, Matsushita M, Ishiguro N, Ohno K, Kitoh H. Activated FGFR3 promotes 

bone formation via accelerating endochondral ossification in mouse model of 

distraction osteogenesis. The 27th Korean-Japanese Combined Orthopaedic 

Symposium. 2017.5.26-26 (Incheon) 



74. Kitoh H, Matsushita M, Mishima K, Ishiguro N, Ohno K. Oral administration of 

meclozine for the treatment of short stature in achondroplasia. 13th 

International Skeletal Dysplasia Meeting 2017.6.21-23 (Bruges)   

75. Matsushita M, Kitoh H, Mishima K, Ishiguro N. Treatment of deformities in 

lower extremity by a multi-axial external fixation system. 61st Korean 

Orthopaedic Association 2017.10.19-21 (Seoul)  

76. Takashi Kaito, Shota Takenaka, Takahiro Makino, Yusuke Sakai, Junichi 

Kushioka, Hisashi Tanaka, Yoshiyuki Watanabe, Shigeyuki Kan, Masahiko 

Shibata. Brain Connectivity can be a novel predictor for neurological 

improvement in patients with cervical myelopathy. The 45th Annual Meeting of 

the Cervical Spine Research Society. December 2, 2017 Hollywood, Florida 

77. Junichi Kushioka, Takashi Kaito, Shota Takenaka, Takahiro Makino, Yusuke 

Sakai, Hisashi Tanaka, Yoshiyuki Watanabe, Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata. 

Brain changes in functional connectivity and anatomies in patients with 

cervical myelopathy: A resting-state functional MRI study. The 45th Annual 

Meeting of the Cervical Spine Research Society. December 2, 2017 Hollywood, 

Florida 

78. Kushioka J, Kaito T, Takenaka S, Makino T, Sakai Y, Tanaka H, Watanabe Y, Kan 

S, Shibata M.Brain changes in functional connectivity and anatomies in 

patients with cervical myelopathy: A resting-state functional MRI study. The 

45th Annual Meeting of the Cervical Spine Research Society. December 2, 2017 

Hollywood, Florida 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会発表（国内学会） 

 

1. 平井 高志, 吉井 俊貴, 名越 慈人, 森 幹士, 竹内 一裕, 勝見 敬一, 牧 聡, 牛尾 修太, 

中村 雅也, 松本 守雄, 大川 淳, 川口 善治 全国多施設研究による頸椎 OPLL 患者の

痛み・QOLの前向き調査 厚労科研脊柱靱帯骨化症研究班・JOSL study  第 48回 日

本脊椎脊髄病学会学術集会 2019/4/18 

2. 吉井 俊貴, 森下 真伍, 湯浅 将人, 平井 高志, 猪瀬 弘之, 大川 淳 頸椎後縦靱帯骨化

症に対する前方除圧固定術と後方除圧固定術の周術期合併症 DPC データベースを用

いた propensity score matching analysis 1708例の検討 第 48回 日本脊椎脊髄病学

会学術集会 2019/4/18 

3. 平井 高志, 吉井 俊貴, 江川 聡, 猪瀬 弘之, 湯浅 将人, 牛尾 修太, 平井 敬悟, 小沼 

博明, 小林 裕, 歌川 蔵人, 橋本 淳, 川畑 篤礼, 大川 淳 頸椎多椎間病変に対する椎

体亜全摘を行った頸椎前方除圧固定術と椎体間固定術を併用した Hybrid固定との比較 

第 48回 日本脊椎脊髄病学会学術集会 2019/4/18 

4. 吉井 俊貴, 大川 淳  脊椎脊髄疾患診療における費用対効果について 頸椎 OPLL に

対する手術治療 術式別の手術成績と費用対効果 第 92回 日本整形外科学会学術総会 

2019/5/9 

5. 平井 高志, 吉井 俊貴, 猪瀬 弘之, 湯浅 将人, 大川 淳 当院における頸椎症性脊髄症

の手術治療成績 Modified K-line を用いた後方除圧の限界点を考慮した取り組み 第

68回 東日本整形災害外科学会 2019/9/5 

6. 平井 高志, 吉井 俊貴, 森 幹士, 名越 慈人, 竹内 一裕, 勝見 敬一, 牧 聡, 湯浅 将人, 

猪瀬 弘之, 大川 淳, 川口 善治 頚椎後縦靭帯骨化症患者の痛みに関する大施設多施

設前向き調査 -頚椎症患者と傾向スコアマッチング解析を用いた比較 第 27回 日本腰

痛学会 2019/9/13 

7. 吉井 俊貴 靱帯骨化症の治療 最近の取り組み 東京都脊柱靱帯骨化症患者会 医療講

演会 2019/10/20 

8. 吉井 俊貴, 森下 真伍, 藤原 武男, 大川 淳 頚椎後縦靱帯骨化症に対する前方除圧固

定術と後方除圧固定術の周術期合併症 DPC データベースを用いた 1708 例の検討 第

28回 日本脊椎インストゥルメンテーション学会 2019/11/15 

9. 平井 高志, 吉井俊貴 橋本淳 森幹士 名越慈人 竹内一裕 勝見敬一 牧聡 大川

淳 川口善治 日本に多い頚椎後縦靭帯骨化症患者には全身の痛みが強いのか？ -大施

設多施設前向き調査による頚椎症患者と傾向スコアマッチング解析を用いた比較 第

12回 日本運動器疼痛学会 2019/11/30 

10. 長本行隆、岩﨑幹季、奥田真也、他．頚椎 OPLL に対する前方固定術＋椎弓形成術の短

期成績．第 48回日本脊椎脊髄病学会（平成 31 年 4月 19 日横浜） 

11. 岩﨑幹季．大阪労災病院における整形外科医療の効率化と問題点．第 133 回中部整形外



科災害外科学会（2019 年 9 月 20 日神戸） 

12. 中嶋秀明、内田研造、田口敏彦、山下敏彦、富永俊克、田中雅人、山縣正庸、海

渡貴司、牛田享宏 . 脊髄障害性疼痛症候群の臨床的特徴と治療に関する全国実態

調査. 第 48回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2019.4）横浜 

13. 中嶋秀明、髙橋藍、渡邉修司、本定和也、松峯昭彦. 非骨傷性頚髄損傷の機能的

予後予測の解析と治療選択. 第 92回日本整形外科学会学術集会（2019.5）横浜 

14. 北出誠、中嶋秀明、渡邉修司、本定和也、松峯昭彦. 頚髄損傷モデルにおける

translocator protein (TSPO)発現と PK11195 PET imagingによる動態解析. 第 34回日

本整形外科学会基礎学術集会（2019.10）横浜 

15. 久保田茂希，門根秀樹, 清水如代, 安部哲哉, 国府田正雄,羽田康司, 山海嘉之, 山

崎正志．術後長期が経過した慢性期脊髄障害患者に対するロボットスーツ HAL を用い

たリハビリテーションの効果．第 48 回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2019 年 4 月，

横浜 

16. 久保田茂希，清水如代，門根秀樹，安部哲哉，国府田正雄，上野友之，羽田康司，山

崎正志．慢性期脊髄損傷に伴う四肢・両下肢完全麻痺症例に対する残存筋活動をトリ

ガーとした T-HAL (heterotopic Triggered HAL)法の経験．第 48回日本脊椎脊髄病学

会学術集会，2019 年 4月，横浜 

17. 久保田茂希，門根秀樹，清水如代，安部哲哉，国府田正雄，羽田康司，山海嘉之，山

崎正志．慢性期脊髄障害患者に対する両脚型 HAL を用いた機能回復治療．第 92回日

本整形外科学会学術総会，2019 年 5 月，横浜 

18. 安部哲哉、久保田茂希、三浦紘世、門根秀樹、藤井賢吾、清水如代、船山徹、古矢丈

雄、国府田正雄、山崎正志「急性および亜急性の重度脊髄障害を呈した胸椎後縦靭帯

骨化症に対する術後 HAL 治療の効果」3-Po-54、第 92回日本整形外科学会学術総会、

2019 年 5月 9-12 日、横浜 

19. 江崎聖桜、門根秀樹、久保田茂希、安部哲哉、清水如代、羽田康司、國府田正雄、山

崎正志 重度脊髄障害に対する術後急性期および慢性期にロボットスーツ HAL を用い

た機能改善治療効果の解析－ダブルニーアクションの改善、2-8-22、第 34回日本整

形外科学会基礎学術集会、2019 年 10 月 17-18 日、横浜 

20. 江崎聖桜、門根秀樹、久保田茂希、清水如代、安部哲哉、三浦紘世、羽田康司、国府

田正雄、山崎正志 重度脊髄障害術後急性期・慢性期へのロボットスーツ HAL 介入後

の歩容変化の解析―ダブルニーアクションの改善、2P-1-1-11、第 3回日本リハビリ

テーション医学会秋季学術集会、2019 年 11 月 15-17 日、静岡 

21. 三浦紘世, 安部哲哉, 柴尾洋介, 熊谷洋, 長島克弥, 俣木健太朗, 野口裕史, 船山徹, 國

府田正雄, 山崎正志.後頭骨頚椎後方手術後に嚥下障害を合併した超高齢者の1例.第21回

茨城脊椎脊髄研究会 (つくば) , 11月, 2019. 

22. 三浦紘世, 門根秀樹, 柴尾洋介, 熊谷洋, 長島克弥, 俣木健太朗, 野口裕史, 船山徹, 安



部哲哉, 國府田正雄, 山崎正志.首下がりに対する三次元歩行動作解析を用いたアライメ

ントの動的評価.第28回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 (つくば) , 11月, 

2019.  

23. 三浦紘世, 門根秀樹, 柴尾洋介, 熊谷洋, 長島克弥, 俣木健太朗, 野口裕史, 船山徹, 安

部哲哉, 國府田正雄, 山崎正志.成人脊柱変形における歩行による脊椎矢状面バランスの
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邉 嘉之, 柴田 政彦, 吉川 秀樹: 脊椎疾患のニューロイメージングの近未来 安静時
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20日仙台） 
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188.杉浦剛、奥田真也、高橋佳史、他．腰椎変性すべり症に対する手術成績 –開窓術と PLIF

の比較検討- 第 26 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会（平成 29年 10月 13-

14日金沢） 
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第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会 (2017.10)  

195.北出 誠, 中嶋 秀明, 渡邉 修司, 本定 和也, 平井 貴之, 小久保 安朗, 松峯 昭彦. 

ラット脊髄損傷における microglia の[11C]-PK11195 による PET イメージング. 第 32
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ロボット歩行訓練による新たな治療.第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会（札幌）

2017 年 4月 

209.久保田茂希，安部哲哉，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，中山敬太，三浦紘世，門根秀
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厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】  
日本医療研究開発機構研究費 難治性疾患実用化研究事業 
【脊柱靭帯骨化症の治療指針策定および手術治療の質を高めるための大規模多施設研究】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】 
平成 29 年度第 1合同班会議 

 
平成 29 年 7 月 25 日（土   於：東京医科歯科大学 M&Dタワー2F 鈴木章夫記念講堂 
 
※8：30～「治療開発研究班」meeting M＆Dタワー2F 共用講義室Ⅰ 
 
※8：30 「治療開発研究班」幹事会 3号館 2F 医学科講義室Ⅰ 

 （敬称略） 
 
10：00 開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班 大川班長より 
10：05 ご挨拶  厚生労働省 健康局難病対策課  

ご挨拶  国立保健医療科学院 研究事業推進官 武村 真治 
ご挨拶 AMED 戦略推進部 難病研究課 主査 近藤 圭子 
ご挨拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会 会長 増田 靖子 

 
  

10：20 多施設臨床研究報告１（発表 7分、質疑 3分）                 
座長 滋賀医科大学 森 幹士 
 
１）進行性骨化性線維異形成症：研究の進展と海外の動向                            

東京大学 
芳賀 信彦 

 
２）高リスク胸椎 OPLL に対する術中脊髄モニタリング ―モニタリング TP の自験例より―  

浜松医科大学 
吉田  剛 
 

３）脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する早期手術と待機治療のランダム化比較試験 OSCIS study  
群馬大学 
 筑田 博隆 

 
４）頚椎 OPLL 患者の全脊柱における靭帯骨化巣の評価 ―後ろ向き研究で得られた成果報告と前向き研究につ
いて 

東京医科歯科大学 
平井 高志 

 
５）3Tesla MRI を用いた頚椎 OPLL の DTT 解析 

慶應義塾大学 
中島 大輔 

 
 

11：15 臨床講演                                 
座長 東北医科薬科大学 小澤 浩司 

 
 「脊柱靱帯骨化症の最近の知見、班会議研究を通じて明らかになってきたもの」                                        

富山大学 
川口 善治 

        
 11：45 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
※「脊柱靭帯骨化症研究班」幹事会 3 号館 3F 医学科講義室Ⅱ （担当：吉井） 
（幹事会には各分担施設より 1名ご参加ください） 



 

※患者会との懇話会 --- 3号館 15F 保健衛生学研究科 大学院講義室2 (担当：加藤)  
 
 

12：45 基礎研究・治療開発研究                            
 

脊柱靭帯骨化症、治療開発研究 今後の展望 
       慶應義塾大学 

松本 守雄 
 

12：55 基礎講演                             
座長 慶應義塾大学 宮本 健史 

 
「傍脊柱靱帯における RSPO2 の発現と機能」 

東京大学 
齋藤 琢 
 
 
 

13：25 多施設臨床研究報告２（発表 7分、質疑 3分）                  
座長 筑波大学 國府田 正雄 

 
６）胸椎靱帯骨化症手術の前向き研究（OPLL、OLF） 

名古屋大学 
今釜 史郎 

 
７）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 ―多施設研究― 

慶應義塾大学 
岡田 英次朗 

 
８）圧迫性頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関する検討 
―後ろ向き研究の二次解析と前向き研究の進捗状況 

自治医科大学 
木村 敦 
 

９）頚椎 OPLL 多施設前向き手術成績調査 ―AMED 研究の成果報告― 
東京医科歯科大学 
吉井 俊貴 

 
 
14：05 閉会の辞 
 
14：20 各分科会（スモールミーティング） 
      

・頚椎＋胸椎 Database＋OYL Database ---- 大学院特別講義室(3号館 6F) 
・全脊 CT -----------------------------   〃 
・OSCIS ------------------------------- 保健衛生学研究科 大学院講義室 2（3号館 15F） 
・転倒 --------------------------------   〃 
・DISH 脊椎損傷 -----------------------   〃 
・DTT --------------------------------- 保健衛生学研究科 大学院講義室 1（3号館 15F） 
   
  

平成 29 年度第 2回班会議(予定) 
平成 29 年 11 月 25 日（土） 於：東京医科歯科大学 
 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】  
日本医療研究開発機構研究費 難治性疾患実用化研究事業 
【脊柱靭帯骨化症の治療指針策定および手術治療の質を高めるための大規模多施設研究】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】 
平成 29 年度第 2回合同班会議 

 
平成 29 年 11 月 25 日（土）   於：東京医科歯科大学 M&Dタワー2F 鈴木章夫記念講堂 
 
※8：30～「治療開発研究班」meeting M＆Dタワー2F 共用講義室Ⅰ 
 
9：30  開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班 大川班長より 
9：35   ご挨拶 国立保健医療科学院                  研究事業推進官 武村真治 
ご挨拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会               会長 増田靖子 

 
9：45 午前の部：臨床研究（多施設研究）（発表 7分 質疑 2分）        

 座長 山梨大学整形外科 
波呂浩孝 

１）FOP臨床研究と日本における治験の状況 
       東京大学リハビリテーション医学 

芳賀信彦 
２）後縦靭帯骨化症に対する術中脊髄モニタリング 

         浜松医科大学整形外科 
吉田 剛 

３）脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する早期手術と待機治療のランダム化比較試験  
OSCIS study 

群馬大学整形外科 
筑田博隆 

４）頚椎 OPLL患者の全脊柱における靭帯骨化巣の評価 
－後ろ向き研究で得られた成果報告と前向き研究について 

慶應義塾大学整形外科 
          名越慈人 

５）拡散テンソルトラクトグラフィーを用いた後縦靭帯骨化症評価 －多施設前向き研究－ 
        慶應義塾大学整形外科 

中島大輔、辻 収彦、名越慈人、藤吉兼浩、中村雅也 
６）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 －多施設研究－ 

慶應義塾大学整形外科 
岡田英次朗 

７）圧迫性頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関する多施設前向き研究の進捗状況 
  自治医科大学整形外科 

木村 敦 
８）頚椎後縦靭帯骨化症 多施設前向き症例登録  

東京医科歯科大学整形外科 
吉井俊貴 

９）胸椎黄色靱帯骨化症手術の前向き研究（中間報告） 
名古屋大学整形外科 

今釜史郎 
 
 

 
 
 
 
 
 



11：10  基礎研究・治療開発研究 （発表 7分 質疑 3分）              
座長 慶應義塾大学整形外科 

宮本健史 
１０）治療開発班活動状況の概要  

        慶應義塾大学整形外科 
松本守雄 

１１）後縦靭帯骨化症原因候補遺伝子 CDC5Lの機能解析 
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科医療関節材料開発講座 

前田真吾 
１２）OPLLのゲノム解析の現状 

  理化学研究所 統合生命医科学研究センター骨関節疾患研究チーム 
池川志郎 

１３）頚椎後縦靭帯骨化症の疾患感受性候補遺伝子 RSPO2の検討 
東京大学医学部附属病院整形外科・脊椎外科 

相馬一仁 
１４）後縦靭帯骨化症の発生、進展に関与する遺伝子の検索 

東京医科歯科大学整形外科 
猪瀬弘之 

１５）iPS細胞を活用した後縦靭帯骨化症の病態解析 
京都大学ウイルス・再生医科学研究所/iPS細胞研究所 

戸口田淳也 
 

12：10 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
※「脊柱靭帯骨化症研究班」の幹事会 M&Ｄタワー2F 共用講義室Ⅰ （担当：吉井） 

（幹事会には各分担施設より 1名はご参加ください） 
 

患者会との懇話会 大学院特別講義室（3号館 6F）  （担当：湯浅） 
 

  
13：00 午後の部：臨床研究（一般演題１）（発表 5分 質疑 2分）    

座長 国際医療福祉大学整形外科 
石井 賢 

１６）脊柱靱帯骨化症の患者に適した腹部体幹筋トレーニング器具 
金沢大学整形外科 

加藤仁志、村上英樹、出村 諭、横川文彬 
清水貴樹、奥 規博、北川 亮、土屋弘行 

１７）一般地域住民を対象とした後縦靭帯骨化症症例の疫学研究：食習慣の関連について 
弘前大学整形外科 
市川奈菜 

１８）後縦靱帯骨化症患者の重症化に関与する環境因子 －若年胸椎発症例における食習慣と栄養素－ 
北海道大学整形外科 

遠藤 努 
１９）Resting state-fMRIを用いた脳機能的結合解析による圧迫性頚髄症の新規バイオマーカーの探索 

大阪大学器官制御外科学 

海渡貴司、武中章太、牧野孝洋、串岡純一、吉川秀樹 

大阪大学放射線統合医学 
田中 壽、渡邉嘉之 
大阪大学疼痛医学 
寒 重之、柴田政彦 

２０）脊髄誘発電位および骨化形態からみた頸椎後縦靭帯骨化症の発症因子の再検討 
山口大学整形外科 

舩場真裕、寒竹 司、今城靖明、鈴木秀典、西田周泰、田口敏彦 
 



２１）頚椎後縦靱帯骨化の発生・伸展に関わる因子の検討 
福井大学整形外科 

中嶋秀明、杉田大輔、渡邉修司、本定和也、山本悠介、松峯昭彦 
２２）拡散イメージング手法NODDIを用いた、頚髄症性脊髄症の機能評価 

山梨大学整形外科 
大場哲郎 

 
 

13：50 臨床研究（一般演題 2）（発表 5分 質疑 2分）    
座長 富山大学整形外科 

川口 善治 
２３）頚椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧術の治療成績 －ASA分類による比較－ 

国際医療福祉大学整形外科 
船尾陽生 

２４）頚椎 OPLL術後の歩行改善因子の検討 
久留米大学整形外科 

                岩橋頌二、山田 圭、井上英豪、横須賀公章、後藤雅史 
松原庸勝、佐藤公昭、永田見生、志波直人 

２５）頚椎 OPLLに対する非除圧前方固定を併用した椎弓形成術の試み 
大阪労災病院整形外科 

長本行隆 
２６）片開き式頚椎椎弓形成術における laminar closureの検討 

岡山大学病院整形外科 
瀧川朋亨、辻 寛謙、三澤治夫、塩崎泰之 
宇川 諒、村岡聡介、田中雅人、尾崎敏文 

２７）K-line(-)型 頚椎後縦靭帯骨化症に対する新しい後方除圧固定術 
新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院 

勝見敬一 
２８）O-armナビゲーション支援による頸椎後縦靭帯骨化症に対する前方除圧固定術（骨化浮上術） 

済生会川口総合病院整形外科  
坂井顕一郎 

２９）頚椎後縦靭帯骨化症における神経症状悪化のリスク因子  
千葉大学整形外科 

古矢丈雄、國府田正雄、飯島 靖、齊藤淳哉 
北村充広、宮本卓弥、山崎正志、大鳥精司 

筑波大学医療系整形外科 
國府田正雄、山崎正志 

３０）頚椎前方除圧固定術と椎弓形成術の再手術率 －生存分析を用いた最長 26 年間の検討－ 
東北大学整形外科 

橋本 功、相澤俊峰、菅野晴夫、井樋栄二 
東北医科薬科大学整形外科 

小澤浩司 
 
 
 

14：50 臨床研究（一般演題 3）（発表 5分 質疑 2分）     
 座長 自治医科大学整形外科 

木村 敦 
３１）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷 －頚椎と胸腰椎における骨折の比較 

東海大学整形外科 
加藤裕幸 

３２）びまん性特発性骨増殖症と脊柱矢状面アライメントの関連：population-based cohort 
和歌山県立医科大学整形外科 

籠谷良平、山田 宏、橋爪 洋、湯川泰嗣、南出晃人 
中川幸洋、岩崎 博、筒井俊二、高見正成 



３３）低線量 CTによる脊柱靭帯骨化症診断の試み 
滋賀医科大学整形外科 

森 幹士 
３４）当院における非骨傷性頸髄損傷患者と頚椎靭帯骨化症の関係 

獨協医科大学整形外科 
浅野太志、稲見 聡、森平 泰、竹内大作、上田明希 

司馬 洋、大江真人、青木寛至、種市 洋 
３５）頚椎後縦靭帯骨化症に対する片開き式椎弓形成術術後後弯症例における全脊柱矢状面アライメン
トと骨化形態の検討 

東京医科大学整形外科 
関 健 

３６）頚部脊髄症手術患者における腰部脊柱管狭窄の共存（tandem spinal stenosis）-297例の検討
（OPLLに着目して）-    

東京医科歯科大学整形外科 
山田剛史、吉井俊貴、大川 淳 

３７）胸椎 OPLLによる重度脊髄障害に対する術後 HALを用いた歩行訓練の効果 
 筑波大学医療系整形外科 

安部哲哉、藤井賢吾、久保田茂希、門根秀樹、三浦紘世、長島克弥 
熊谷 洋、野口裕史、船山 徹、國府田正雄、山﨑正志 

 
 

    
 

15：40  閉会の辞   
 
15：45  分科会（スモールミーティング） 

 
 

以 上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】 平成 30 年度第１回班会議 
 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業 
【後縦靭帯骨化症患者レジストリの構築】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】  
平成 30 年度第１回合同班会議 

 
平成 30 年 6 月 16 日（土）               於：東京医科歯科大学 M&D タワー2F 鈴木章夫記念
講堂 
 
※8：30 「治療開発研究班」ミーティング 東京医科歯科大学  M&D タワー2F  共用講義室 2 

 
（敬称略） 

 
10：00 開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班 大川班長より   
10：05 ご挨拶  厚生労働省難病対策課               
 ご挨拶 国立保健医療科学院                       研究事業推進官 武

村 真治 
ご挨拶 AMED 戦略推進部 難病研究課 調査役 中島 唯善・主査 近藤 圭子 
ご挨拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会 会長 増田 靖子 

 
 

10：20 多施設臨床研究報告１（発表 7分、質疑 3分）                 
座長 山梨大学 波呂 浩孝 
 
１）脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する早期手術と待機治療のランダム化比較試験 OSCIS study  

群馬大学 
筑田 博隆 

 
２）進行性骨化性線維異形成症－多施設研究進捗状況 

東京大学 
芳賀 信彦 

 
３）後縦靱帯骨化症に対する術中脊髄モニタリング- 多施設研究によるアラームのタイミング- 

浜松医科大学 
吉田 剛 
 

４）rs-fMRI を用いた脳機能結合解析による圧迫性頚髄症の新規予後予測バイオマーカーの探察-多施設研究- 
大阪大学 
海渡 貴司 

 
５）頚椎 OPLL 患者の全脊柱における靭帯骨化巣の評価 –後ろ向き研究で得られた成果報告と前向き研究につ
いて 

東京医科歯科大学 
平井 高志 

11：15 基礎研究・治療開発研究                            
脊柱靭帯骨化症、治療開発研究 今後の展望 

慶應義塾大学 
松本 守雄 

11：20 基礎講演                            座長 理化学研究所 池
川 志郎 
 
「iPS 細胞を活用した異所性骨化疾患の研究」 

京都大学ウイルス・再生医科学研究所 
京都大学 iPS 細胞研究所 

戸口田 淳也 



                                        
 12：05 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
※「脊柱靭帯骨化症研究班」幹事会 共用講義室 2 （担当：吉井） 
（幹事会には各分担施設より 1名ご参加ください） 

 

※患者会との懇話会 --- 3号館 6F 大学院特別講義室 (担当：湯浅・加藤)  

 
12：55 臨床講演                                 
座長 富山大学 川口 善治 
 
 「‘脊柱靱帯骨化症’政策研究と AMED 研究 –現状の報告と今後の課題-」 

東京医科歯科大学 
吉井 俊貴 

 
 

13：30 多施設臨床研究報告 2（発表 7分、質疑 3分）                  
座長 弘前大学 和田 簡一郎 

 
６）胸椎後縦靱帯骨化症手術と胸椎黄色靱帯骨化症手術の前向き研究 

名古屋大学 
今釜 史郎,安藤 圭 

 
７）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 －多施設研究－ 

慶應義塾大学 
岡田 英次朗 

 
８）圧迫性頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関する多施設前向き研究 

自治医科大学 
木村 敦 

  
９）拡散テンソルトラクトグラフィーを用いた後縦靭帯骨化症評価 -多施設前向き研究中間報告- 

慶應義塾大学 
中島 大輔, 辻 収彦, 藤吉 兼浩, 中村 雅也 

 
 
14：10 閉会の辞 
 
14：20 各分科会（スモールミーティング） 
 
     ・頚椎＋胸椎 Database＋OYL Database ------ 共用講義室 2（M&D タワー 2F） 

・全脊 CT -------------------------------  〃 
・転倒 --------------------------------- 大学院特別講義室（3号館 6F） 
・DISH 脊椎損傷 -------------------------  〃 
・DTT ----------------------------------- 整形外科研修室（M&D タワー11F） 
 
 
 
  

平成 30 年度第 2回班会議(予定) 
平成 30 年 11 月 24 日（土） 於：東京医科歯科大学 
 
 
 
 
 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】  
 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業 
【後縦靭帯骨化症患者レジストリの構築】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】  
平成 30 年度第 2回合同班会議 
 
平成 30年 11月 24日（土）   於：東京医科歯科大学 M&Dタワー2F 鈴木章夫記念講堂 
 
※8：30～「治療開発研究班」meeting M&Dタワー2F 共用講義室 2 
 

（敬称略) 
 

9：30 開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班         東京医科歯科大学 大川 淳 
9：35 ご挨拶 国立保健医療科学院                  研究事業推進官 武村真治 
      ご挨拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会              会長 増田靖子 
 

 
9：45 午前の部：臨床研究（多施設研究 1）（発表 7分 質疑 2分） 

        座長 富山大学整形外科 
川口善治 

１）FOPの国内多施設研究と国際的活動の状況 
東京大学医学部附属病院リハビリテーション科       

芳賀信彦 
２）圧迫性頚髄症手術前後の症状悪化に関する多施設前向き研究 

  自治医科大学整形外科学 
木村 敦 

３）脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する早期手術と待機治療のランダム化比較試験  
OSCIS study 

群馬大学大学院医学系研究科整形外科学 
筑田博隆 

４）頚椎 OPLLにおける患者立脚型データと全脊柱 CT画像の前向き評価 
東京医科歯科大学整形外科 

          平井高志 
５）拡散テンソルトラクトグラフィーを用いた後縦靭帯骨化症評価 －多施設前向き研究－ 

        慶應義塾大学整形外科 
中島大輔 

 
10：35  臨床研究（一般演題 1）（発表 5分 質疑 2分） 

 座長 大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科学 
海渡貴司 

                     
６）びまん性特発性骨増殖症を合併した腰部脊柱管狭窄症患者におけるロコモおよび運動機能評価 

金沢大学整形外科 
清水貴樹、加藤仁志、村上英樹、出村 諭、新村和也、横川文彬 

黒川由貴、奥 規博、北川 亮、半田真人、土屋弘行 
７）地域一般住民における頚椎後縦靱帯骨化症の頚椎機能に関する縦断調査 

弘前大学整形外科 
和田簡一郎 

 
８）若年発症の胸椎 OPLL患者は高度な肥満と強い骨化傾向の特徴を持つ 

北海道大学大学院医学研究院整形外科学教室 
遠藤 努、高畑雅彦、岩田  玲、山田勝久 

大西貴士、須藤英毅、岩崎倫政 



 
９）有限要素法を用いたびまん性特発性骨増殖症の骨折解析及びその展望 

山口大学大学院整形外科学 
西田周泰、今城靖明、鈴木秀典、舩場真裕 

１０）頚椎前方固定術前後の嚥下障害評価とリスクファクターの検討～嚥下内視鏡とスクリーニング質
問シートを用いて～ 

山梨大学整形外科 
大場哲郎 

 
 
 
11：15  基礎研究・治療開発研究 （発表 7分 質疑 3分） 

座長 慶応義塾大学整形外科 
宮本健史 

１１）治療開発班活動状況の概要  
        慶應義塾大学整形外科 

松本守雄 
１２）ゲノム解析の現状 

理化学研究所生命医科学研究センター骨関節疾患研究チーム 
池川志郎 

１３）脊柱靭帯骨化に於ける、間葉系幹細胞と血管新生の役割 
 弘前大学大学院医学研究科病態薬理学講座整形外科学講座 

古川賢一、市川奈菜、工藤 整、浅利 亨 
熊谷玄太郎、和田簡一郎、石橋恭之 

１４）ヒト脊柱靭帯骨化組織および遺伝性骨軟骨異常マウス（ttw/ttw）を用いた疾患関連遺伝子発現解  
析 

福井大学整形外科 
中嶋秀明、渡邉修司、本定和也、松峯昭彦 

１５）後縦靱帯骨化症に対するメタボローム解析と病態解析 
藤田医科大学脊椎・脊髄科 

辻 崇 
１６）ScxGFP iPS細胞を用いた腱・靭帯分化誘導系の構築 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科 
宿南知佐 

 
 
12：15 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
※「脊柱靭帯骨化症研究班」の幹事会 M&Dタワー2F 共用講義室 2 （担当：吉井） 

（幹事会には各分担施設より 1名はご参加ください） 
 

患者会との懇話会 保健衛生学 大学院特別講義室 2 (3号館 15F） （担当：湯浅） 
 
 
 
  

 
13：00 後の部：臨床研究（多施設研究 2）（発表 7分 質疑 2分）    

座長 浜松医科大学整形外科 
松山幸弘 

１７）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 －多施設研究－ 
慶應義塾大学医学部整形外科学教室 

岡田英次朗、松本守雄 
１８）後縦靭帯骨化症における脊髄モニタリングから見た術中対応策 

         浜松医科大学整形外科 
吉田 剛 



１９）頚椎後縦靱帯骨化症 AMED多施設研究 
東京医科歯科大学整形外科 

吉井俊貴 
２０）胸椎黄色靱帯骨化症多施設前向き研究 －中間報告－ 

名古屋大学整形外科学  
安藤 圭 

２１）脳 rs-fMRI を用いた頚髄症の予後予測 －追加解析結果（ALFF による予後予測）と多施設研究

の進捗報告－ 
大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科学 
海渡貴司、武中章太、牧野孝洋、坂井勇介 

 
 
13：50 臨床研究 （一般演題 2）（発表 5分 質疑 2分）    

座長 名古屋大学整形外科学 
安藤 圭 

２２）頚椎後縦靭帯骨化症患者の術後成績と歩行改善に関連する因子の検討 
久留米大学整形外科教室 

島﨑孝裕 
                

２３）頚椎 OPLLに対する非除圧前方固定を併用した椎弓形成術～術後 2年成績～ 
大阪労災病院整形外科 
長本行隆、岩﨑幹季 

２４）頚部項靭帯骨化に関する検討 
岡山大学大学院整形外科 

瀧川朋亨、村岡聡介、塩崎泰之、三澤治夫、田中雅人 
２５）脊柱靭帯骨化症の骨化進展と骨代謝動態の解析 

新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院整形外科 
勝見敬一 

２６）O-arm ナビゲーション支援による頸椎後縦靭帯骨化症に対する前方骨化浮上術 
済生会川口総合病院整形外科  

坂井顕一郎 
２７）保存加療を行った頚椎 OPLLの画像所見 

千葉大学大学院医学研究院整形外科学 
古矢丈雄、牧 聡、北村充広、志賀康浩、稲毛一秀、折田純久、大鳥精司 

筑波大学医学医療系整形外科 
國府田正雄、山崎正志 

２８）胸椎 OPLLに対する手術成績の検討－後方侵入前方除圧術と後方除圧の比較－ 
東北大学整形外科 
衛藤俊光 

 
 

14：45 臨床研究 （一般演題 3）（発表 5分 質疑 2分）      
座長 慶應義塾大学整形外科 

名越慈人 
２９）全脊椎 CT矢状断を用いた強直性脊椎の有病率調査－当院に搬送された救急患者調査から－ 

東海大学医学部外科学系整形外科学 
田中真弘 

 
３０）骨増殖病態の重症度と終末糖化産物(AGEs)の血中濃度は相関する；大規模住民コホートの調査結
果より 

和歌山県立医科大学整形外科学 
長田圭司、橋爪  洋、村木重之、籠谷良平、岡田基弘 
高見正成、岩崎  博、筒井俊二、南出晃人、湯川泰紹 

吉田宗人、吉村典子、山田  宏 
 



３１）全脊椎 CT大規模多施設研究による重度頚椎 OPLL症例の特徴 －厚労科研 脊柱靭帯骨化症研究
班・JOSL study － 

滋賀医科大学整形外科 
森  幹士 

３２）頸椎前縦靭帯骨化症の骨化形態と嚥下困難の検討 
東京医科大学整形外科学分野 

村田寿馬、西村浩輔、遠藤健司、粟飯原孝人、鈴木秀和 
松岡佑嗣、高松太一郎、日下部拓哉、前川麻人、山本謙吾 

３３）胸椎後縦靱帯骨化症術後 HALリハビリテーションは重症例に有効である 
 筑波大学医学医療系整形外科 

長島克弥 
３４）有限要素法を用いた OPLLに対する後方固定術後の骨化層の応力分布変化および骨化伸展機構プ
ログラミングに向けて 

京都大学大学院医学研究科整形外科 
清水 優 

３５）頚椎後縦靱帯骨化症の罹患率及びリスク因子の検討 
東京大学医学部整形外科 

相馬一仁 
 
15：40  閉会の辞   
 
15：45  分科会（スモールミーティング） 
 
    ・頚椎＋胸椎 Database＋OYL Database------- 共用講義室 2（M&Dタワー 2F） 
・全脊 CT------------------------------------------------                    〃 

・rs-fMRI -----------------------------------------------      〃 
・DISH脊椎損傷 --------------------------------------       共用講義室 1（M&Dタワー 2F）  
・転倒-----------------------------------------------------          〃 
・DTT-----------------------------------------------------       整形外科研修室（M&Dタワー11F） 
 

 
 
 

 
2019 年度第 1回班会議(予定) 
2019 年 7 月 6 日（土） 於：東京医科歯科大学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】 令和元年度第１回班会議 
 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業 
【後縦靭帯骨化症患者レジストリの構築】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】  
令和元年度第１回合同班会議 

 
令和元年 7月 6日（土）               於：東京医科歯科大学 M&D タワー2F 鈴木章夫記念講
堂 
 
※8：30  基礎班ミーティング 東京医科歯科大学  3 号館 2F  医学科講義室 1 

 
（敬称略） 

 
10：00 開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班                研究代表者 大

川 淳   
10：05 ご挨拶  厚生労働省難病対策課               
 ご挨拶 国立保健医療科学院                       研究事業推進官 武

村 真治 
ご挨拶 AMED 戦略推進部 難病研究課 調査役 中島 唯善 
ご挨拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会 会長 増田 靖子 

 
 

10：20 多施設臨床研究報告１（発表 7分、質疑 3分）                 
座長 筑波大学 國府田 正雄 
 
１）半自動解析ソフトウェア：SCT を用いた OPLL-DTT 評価 -多施設前向き研究-  

慶應義塾大学 
中島 大輔 

 
２）頚椎 OPLL 患者立脚型データによる痛みと行動制限の実際と全脊柱 CT画像の前向き評価 

東京医科歯科大学 
平井 高志 

 
３）胸椎後縦靭帯骨化症に対する脊髄モニタリング多施設研究 

浜松医科大学 
吉田 剛 
 

４）頚髄症患者における術後脳局所活動の可塑性と予後予測 
大阪大学 

武中 章太，牧野 孝洋, 坂井 勇介, 海渡 貴司 
 

５）FOP-ラパマイシン治験の進捗（AMED 研究）と患者レジストリの構築 

東京大学 
芳賀 信彦 

  
 

11：20 基礎研究・治療開発研究                            
 

脊柱靭帯骨化症、治療開発研究 今後の展望 
 慶應義塾大学 
松本 守雄 

 

11：25 基礎講演                             
座長 理化学研究所 池川 志郎 
 



脊柱靭帯骨化症の解明に向けた 腱･靭帯分化誘導系の構築 
広島大学 
宿南 知佐 

 
 

                                        
 

 12：10 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
※「脊柱靭帯骨化症研究班」幹事会 3 号館 3F 医学科講義室 2 （担当：吉井） 
（幹事会には各分担施設より 1名ご参加ください） 

 

※患者会との懇話会 --- 3号館 6F 大学院特別講義室 (担当：湯浅・加藤)  

 
13：00 臨床講演                                 
座長 慶應義塾大学 松本 守雄 
  
 班会議 5年間のまとめ 

 東京医科歯科大学 
大川 淳 
 
 

13：35 多施設臨床研究報告 2（発表 7分、質疑 3分）                  
座長 自治医科大学 木村 敦 

 
６）圧迫性頚髄症手術前後の転倒による症状悪化に関する多施設前向き研究 

自治医科大学 
木村 敦 

７）胸椎黄色靱帯骨化症多施設研究 
名古屋大学 

安藤 圭, 今釜 史郎, 小林 和克, 町野 正明 
    両角 正義, 神原 俊輔, 井上 太郎 

 
８）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 －多施設研究－ 

慶應義塾大学 
岡田 英次朗, 松本 守雄 

 
９）頚椎後縦靱帯骨化症レジストリ -AMED 研究-  

 東京医科歯科大学 
吉井 俊貴 

 
 
14：20 閉会の辞 
 
14：30 各分科会（スモールミーティング） 
 
     ・頚椎＋OYL Database -------------------- 共用講義室 1（M&D タワー2F） 

・全脊 CT -------------------------------  〃 
・rs-fMRI ------------------------------  〃 
・転倒 --------------------------------- 医学科講義室 1（3号館 2F） 
・DISH 脊椎損傷 -------------------------  〃 
・DTT ----------------------------------- 整形外科研修室（M&D タワー11F） 
 

 
令和元年度第 2回班会議(予定) 
令和元年 11 月 30 日（土） 



厚生労働省科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 
【脊柱靭帯骨化症に関する調査研究】  
 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構委託研究開発費 難治性疾患実用化研究事業 
【後縦靭帯骨化症患者レジストリの構築】 
【後縦靭帯骨化症に対する骨化制御機構の解明と治療法開発に関する研究】  
令和元年度第 2回合同班会議 
 
令和元年 11月 30日（土）   於：御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター1F Room C 
 
 
※9：00～ 「治療法開発研究班」ミーティング  1F Room A 
 

（敬称略) 
 
10：30  
開会の辞 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班             研究代表者 大川  淳 
ご 挨 拶 厚生労働省健康局難病調査課                課長補佐   谷口 倫子 
ご 挨 拶 国立保健医療科学院                   研究事業推進官 武村 真治 
ご 挨 拶 全国脊柱靭帯骨化症患者家族連絡協議会              会長 増田 靖子 

 
 

10：45 午前の部：臨床研究（多施設研究 1）（発表 8分 質疑 2分） 

 座長 富山大学 川口 善治 
 
１）脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する早期手術と待機治療のランダム化比較試験 
  OSCIS study  

群馬大学整形外科 
筑田 博隆       

 
２）SCTを用いた OPLL-DTT評価 －多施設前向き研究－ 

  慶應義塾大学整形外科 
中島 大輔、中村 雅也 

 
３）びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷の調査 －多施設研究－  

慶應義塾大学整形外科 
岡田英次朗、松本 守雄 

 
４）進行性骨化性線維異形成症の多施設共同研究 

東京大学医学部附属病院リハビリテーション科 
          芳賀 信彦 

 
５）進行性骨化性線維異形成症に対する治療薬の開発研究 

        埼玉医科大学ゲノム医学研究センター 
片桐 岳信 

 
 

 
11：35  基礎研究・治療開発研究     

 
座長 理化学研究所生命医科学研究センター 池川 志郎 
  
・治療開発班活動のまとめ 

慶應義塾大学整形外科 
松本 守雄                    



－特別講演－ 
  
・FGF23関連低リン血症性くる病における靭帯石灰化 

東京大学医学部附属病院 腎臓・内分泌内科 
伊東 伸朗 

 
・3年間の総括と今後の展望 

熊本大学整形外科 
宮本 健史 

 
 
 
12：40 ---食事休憩---（弁当配布） 
 
   ※「脊柱靭帯骨化症研究班」の幹事会 Room A （担当：吉井） 

（幹事会には各分担施設より 1名はご参加ください） 
 
患者懇話会 Room D  （担当：湯浅） 

 
 
 
13：50 午後の部：臨床研究（多施設研究 2）（発表 8分 質疑 2分） 

座長 浜松医科大学  松山 幸弘 
 
６）圧迫性頚髄症患者の転倒による症状悪化に関する研究の最終報告 

自治医科大学整形外科 
木村  敦 

 
７）大規模多施設前向き研究による頚椎 OPLL患者の臨床症状と画像所見との検討 

東京医科歯科大学 平井 高志 
富山大学 川口 善治  

         
８）脳 rs-fMRIを用いた頚髄症の新規バイオマーカー探索 －多施設研究の進捗報告－ 

大阪大学整形外科 
武中 章太、牧野 孝洋、坂井 勇介、海渡 貴司 

 
９）頚椎後縦靱帯骨化症レジストリ －AMED 研究－  

東京医科歯科大学整形外科  
吉井 俊貴 

 
 

 

１０）胸椎後縦靱帯骨化症、黄色靭帯骨化症前向き多施設研究 
名古屋大学整形外科 

安藤  圭、今釜 史郎、小林 和克、中島 宏彰、町野 正明 
伊藤 定之、神原 俊輔、両角 正義、井上 太郎 

 
 
１１）後縦靭帯骨化症に対する多施設前向き脊髄モニタリング研究 

浜松医科大学整形外科学 
吉田  剛 

 
 

 



－休  憩－ 
 

 
15：00 指定講演（発表 8分 質疑 2分）    
座長 筑波大学 國府田正雄 
金沢大学 加藤 仁志 

 
１２）果樹栽培中の頚髄損傷に関する臨床および疫学的検討 

弘前大学整形外科 
和田簡一郎 

 
１３）胸椎 OPLLに対する後側方進入脊髄前方除圧術 

金沢大学整形外科 
  加藤仁志、出村  諭、新村 和也、米澤 則隆、奥  規博 

北川  亮、半田 真人、安念 遼平、土屋 弘行 
名古屋市立大学整形外科 村上 英樹 

 
１４）頚椎前縦靭帯骨化症の骨化形態と嚥下困難の検討 

東京医科大学 
村田 寿馬 

 
１５）O-arm ナビゲーション支援による OPLL前方手術とその応用 

済生会川口総合病院  
坂井顕一郎 

 
１６）強直性脊椎骨増殖症を伴う頚椎骨折の特徴と治療成績について －術後死亡率に着目して－ 

東海大学医学部外科学系整形外科学 
田中 真弘、加藤 裕幸、酒井 大輔、檜山 明彦、佐藤 正人、渡辺 雅彦 

 
１７）肥満による胸椎後縦靭帯骨化症の進展機序  
－新たな治療ターゲットとしての炎症性アディポカイン－ 

北海道大学整形外科 
遠藤  努、高畑 雅彦、小池 良直 

 
１８）有限要素法を用いた頚椎後縦靭帯骨化症の解析－頚椎と頚髄の同時シミュレーション－ 

山口大学医学部附属病院整形外科 
西田 周泰、今城 靖明、鈴木 秀典、舩場 真裕、坂井 孝司 

 
 
１９）骨化巣の 3次元画像解析と全脊柱 CT研究による骨化進展と頚椎機能解析 

新潟中央病院 脊椎・脊髄外科センター/新潟大学医歯学総合病院 
勝見 敬一 

 
２０）後縦靭帯骨化症への人工知能の応用 

千葉大学大学院医学研究院整形外科 
牧  聡 

 
２１）胸椎後縦靭帯骨化症に伴う重度脊髄障害に対する HALを用いた機能再生治療 

筑波大学整形外科 
安部 哲哉 

 
 

 
 
16：40  閉会の辞   

 


